
• 

枚
の

グ
木
簡
d

は
語
る

遠
く
い
に
し
え
の
こ
と
を

(
表
)

(
哀
)

写
真
の
「木
簡
』は
、
昨
年
ロ
月
に
江
平
遺
跡
(
小
高
)
か
ら
出

土
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
「木
簡
」は
、
長
さ

M
側
、
幅

4
側
、
厚
さ

3
i
4
m
の

大
き
さ
で
、
そ
の
内
容
か
ら
8
世
紀
の
も
の
で
あ
り
、
と
て
も
貴

重
な
遺
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

(
6
・
ア
ペ
ー
ジ
に
記
事
)

一写翼は福島県教育委員会より提供一
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政
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を
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ぷ椀
d

玉
川
村
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

推
進
期
聞
は
平
成
ロ
年
度
か
ら

5
年
間

地
方
自
治
体
の
行
財
政
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
以
前
に
も
謹
し
て
厳

し
く
、
更
に
少
一
/
寸
高
齢
化
や
産
業
構
造
の
変
化
が
急
激
な
勢
い
で
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
導
入
や
環
境
問
題
の

取
り
組
み
な
ど
新
た
な
行
政
課
題
も
出
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対

応
で
き
る
行
財
政
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、
こ
の
た
び
村
で
は
、
つ
新
d

玉
川
村
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

新
た
な
行
政
課
題
に

対
応
で
き
る
自
治
体
へ

本
村
で
は
、
昭
和
白
年
3
月
に

初
期
の
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し

推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
な
ど
で
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
く
な

り
、
こ
の
た
め
村
で
は
、
行
財
政

の
見
草
し
を
行
い
平
成
8
年
3
月

に
玉
川
村
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
平
成

m年
度
を
目
標
年
次
と

し
て

3
年
間
、
大
綱
に
基
づ
い
た

行
政
改
革
の
推
進
を
し
ま
し
た
。

昨
今
、
「
地
方
分
権
の
推
進
」
が

最
大
の
行
政
課
題
と
な
っ
て
き
て

行
財
政
改
革
の
具
体
的
方
策

6
つ
の
大
き
な
柱

H

H

r

町内
1

金
容
d

行
財
政
改
草
は
、
村
が
地
域
に
お

け
る
総
合
的
な
行
政
主
体
と
し
て
、

住
民
並
び
に
議
会
と
の
相
互
信
頼
と

協
力
に
よ
り
推
進
を
し
て
課
題
解
決

が
で
き
る
も
の
で
す
。

行
財
政
全
般
に
つ
い
て
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と

が
自
治
体
の
責
務
で
す
。

行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
行
政
改
革
推
進

の
担
い
手
と
な
っ
て
、
住
民
の
理
解

と
協
力
の
も
と
、
そ
の
内
容
を
公
表

し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
こ
で
は
、
今
回
、
新
た
に
策
定

さ
れ
た
行
政
改
革
大
綱
の
概
要
を
村

氏
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

雄
事
務
事
業
に
つ
い
て

(
1
)
各
種
届
出
な
ど
の
事
務
手
続
き
の
簡
素
化

根
拠
法
令
に
抵
触
し
な
い
申
請
及
び
届
出
は
、
押
印
を
省
略
で
き
る
よ
う
検
討

し
、
簡
素
化
を
図
る

(
2
)
各
種
証
明
手
数
料
及
び
使
用
料

検
討
委
員
会
等
を
設
置
し
て
他
市
町
村
の
状
況
を
参
考
に
し
5
年
毎
を
目
途
に

検
討
を
行
う

(
3
)
用
地
取
得
に
よ
る
登
記
申
請
事
務

村
が
取
得
し
た
土
地
の
登
記
未
了
事
務
の
処
理
体
制
の
整
備
を
留
る

(
4
)
公
共
工
事

①
必
要
性
や
効
果
な
ど
を
十
分
に
判
断
し
て
計
画
す
る

②
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
設
計
、
積
算
に
努
め
る

(
5
)
各
課
に
お
け
る
年
度
内
の
重
点
目
標
の
公
表

(
6
)
税
及
び
使
用
料
収
納
の
向
上

①
口
盤
振
替
取
扱
金
融
機
関
を
拡
大
し
、
納
税
者
の
利
便
を
図
る

②
地
方
税
な
ど
の
滞
納
整
理
を
実
施
し
、
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
る

③
住
宅
使
用
料
等
の
未
納
は
、
受
益
者
負
担
の
公
平
性
か
ら
収
納
率
の
向
上
を

平成12年3月広報たまかわ

お
り
、
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
意
思

決
定
し
、
ま
た
そ
の
意
思
決
定
に

つ
い
て
自
ら
責
任
を
負
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
勺
さ
ら
に
地

方
行
財
政
の
運
営
で
も
公
平
、
公
正

で
透
明
性
の
高
い
地
方
自
治
の
確

立
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
村
で
は
、
よ
り
良
い

健
全
な
行
財
政
を
確
立
す
る
た
め
、

有
識
者
で
組
織
す
る
村
行
政
改
革

推
進
委
員
会
な
ど
の
答
申
を
得
て
、

寸
新
d

玉
川
村
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

2 

図
る

④
税
及
び
使
用
料
、
水
道
料
の
徴
収
に
は
、
嘱
託
職
員
の
委
嘱
を
検
討
す
る

(
7
)
情
報
公
開
制
度
へ
の
対
応

「
知
る
権
利
』
を
保
障
し
、
情
報
公
開
条
例
の
制
定
に
努
め
る

圃
補
凱
金
の
合
理
化

(
1
)
交
付
基
準

①
全
て
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
交
付
要
綱
の
整
備
を
関
り
補
助
根
拠
を
明
確

に
す
る

②
団
体
が
運
営
す
る
事
業
は
、
経
費
の
負
担
割
合
を
明
確
に
し
、
そ
の
基
準
を

交
付
要
綱
に
一
本
し
交
付
す
る

(
2
)
整
理
合
理
化

①
目
的
達
成
さ
れ
た
事
業
や
効
果
が
上
が
ら
な
い
事
業
へ
の
補
助
金
を
廃
止
す

る
②
少
額
交
付
の
補
助
事
業
は
、
統
合
ま
た
は
廃
止
の
方
向
で
検
討
す
る

zm組
織
・
機
構

(
1
)
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
導
入
・
住
民
へ
の
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

①
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
(
医
療
)
、
介
護
保
険
の
事
務
を
「
保
険
係
」
に
一

一
冗
化
を
検
討
を
し
て
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
る

②
介
護
保
険
事
務
を
支
所
の
所
掌
事
務
に
加
え
、
窓
口
事
務
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
る

(
2
)
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実

住
民
の
健
康
管
理
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
保
健
衛
生
部
門
の
業
務
を
集
中
し

て
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

(
3
)
支
所
の
職
員
体
制
の
検
討

宙
開
審
議
会
・
器
査
会
・
協
議
会
'
委
員
会

(
1
)
整
理
合
理
化

①
日
的
が
達
成
さ
れ
会
議
の
招
集
が
な
く
、
条
例
な
ど
に
基
づ
か
な
い
審
議
会

等
は
整
理
の
方
向
で
検
討
す
る

②
任
期
が
あ
る
も
の
は
、
定
期
的
な
委
嘱
と
会
議
の
開
催
に
努
め
、
住
民
の
意

3 



平成12年3月広報たまかわ
平成12年3月

見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

③
設
置
目
的
な
ど
が
類
似
し
た
審
議
会
な
ど
は
整
理
統
合
に
つ
い
て
検
討
す
る

④
新
た
に
取
り
組
み
が
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
条
例
整
備
に
よ
る
審
議
会

…

を
設
置
し
て
処
理
に
当
た
る

一

(
2
)
委
員
の
委
嘱
な
ど

d
l

①
充
て
職
に
よ
ら
な
い
人
選
に
配
慮
す
る

轡

②
そ
の
職
に
ふ
さ
わ
し
い
人
選
を
行
い
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る

麟

(
3
)
女
性
の
登
用

織

女
性
の
社
会
進
出
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
、
女
性
の

謬

積
極
的
登
用
に
努
め
る

機

軍
圏
外
郭
団
体
の
運
営

麟

村
補
助
金
交
付
団
体
等
の
外
郭
団
体
の
運
営
の
つ
い
て
事
業
評
価
に
よ
る
検
討

織

を
行
い
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

織

広報たまかわ

zm職
員
の
能
力
開
発
に
よ
る
効
果
的
な
行
政
運
蛍

①
職
員
の
提
案
制
度
を
活
用
す
る
た
め
、
提
案
強
調
月
間
を
設
定
し
提
案
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
効
果
的
な
行
政
運
営
を
め
ざ
す

②
担
当
専
門
分
野
の
研
修
を
受
講
さ
せ
、
事
務
能
力
の
向
上
を
図
る

③
職
員
自
ら
進
ん
で
研
修
及
び
資
格
取
得
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

④
県
な
ど
自
治
体
間
人
事
交
流
等
に
よ
る
長
期
研
修
の
機
会
を
設
定
す
る

圃
職
員
の
給
与
な
ど

①
給
与
等
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
等
に
配
慮
し
た
適
正
な
水
準
を
確
保
す
る

②
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
は
、
限
度
額
を
設
定
し
人
件
費
の
削
減
に
努
め
る

③
旅
費
は
、
県
・
近
隣
市
町
村
の
実
態
を
調
査
し
て
見
直
し
を
図
る

画
矢
口
職
場
の
事
務
量
の
点
横

①
移
譲
事
務
に
対
す
る
事
務
執
行
体
制
の
整
備
を
図
る

②
新
規
行
政
需
要
に
対
し
て
も
職
員
の
増
員
を
抑
制
し
、
配
置
転
換
等
で
対
応

す
る

③
定
員
管
理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
5
年
間
で
職
員
数

2
%
の
削
減
を
目
標

と
す
る

画
O
A
化
の
推
進
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

級協

戸
籍
事
務
の

O
A
化
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
検
討
す
る

畿

圏
地
種
調
査
管
理
事
業
電
算
シ
ス
テ
ム
の
活
用

鰯

土
地
利
用
・
都
市
計
画
・

農
振
計
画
等
へ
の
活
用
を
検
討
し
、

事
務
の
効
率
化

織

に
努
め
る

鱗

圏
内
号
校
給
食
の
調
理
業
務
の
委
託

共
同
調
理
場
を
活
用
し
た
調
理
業
務
の
民
間
委
託
を
検
討
す
る

圃
道
路
維
持
補
修
業
務
の
委
託

村
道
等
の
敷
砂
利
、
グ
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
均
し
作
業
及
び
路
一屑
の
草
刈
り
等
を

民
間
に
委
託
し
、
交
通
の
安
全
確
保
に
努
め
る

画
公
用
車
の
運
転
業
務
の
委
託

村
長
公
用
車
、
中
型
パ
ス
な
ど
特
定
車
両
の
運
転
業
務
を
民
間
に
委
託
す
る

画
用
務
員
業
務
の
委
託

引
き
続
き
民
間
委
託
と
し
て
対
応
す
る

画
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

公
共
施
設
の
環
境
整
備
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
検
討
す
る

画
消
費
的
経
費
の
削
減

行
政
経
費
全
般
に
つ
い
て
無
駄
を
省
き
、
職
員
の
コ
ス
ト
削
減
意
識
を
高
め
、

適
正
な
予
算
執
行
に
努
め
る

特
に
、
次
の
事
項
を
重
点
的
に
推
進
す
る

①
各
種
出
張
の
た
め
公
用
車
の
計
画
的
な
整
備
充
実
に
よ
り
有
効
利
用
を
図
る

②
冷
暖
房
機
器
は
、
こ
ま
め
な
運
転
に
よ
り
適
正
な
温
度
を
保
ち
、
燃
料
及

び
消
費
電
力
の
節
減
を
図
る

③
コ
ピ

l
機
と
印
刷
機
は
、
印
刷
枚
数
に
よ
り
使
い
分
け
を
す
る

④
同

一
箇
所
へ
の
複
数
文
書
の
同
日
発
送
が
な
い
よ
う
に
、
各
課
連
携
を
図

り
、
郵
便
料
の
節
減
に
努
め
る

4 

極
地
方
分
権
仁
対
応
し
た
事
務
の
受
入
れ

(1
)
県
か
ら
示
さ
れ
た
権
限
移
譲
事
務

県
が
移
譲
適
当
と
判
断
し
た
各
事
務
に
つ
い
て
、
分
野
ご
と
に
検
討
し
県
と
村

の
合
意
形
成
の
上
で
受
入
れ
、
周
辺
市
町
村
と
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
に
配
慮
に
努
め
る

(
2
)
法
定
受
託
事
務

機
関
委
任
事
務
に
代
わ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
法
定
受
託
事
務
が
法

律
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
、
そ
の
事
務
処
理
に
あ
た
っ
て
は
実
施
時
期
に
応
じ
た
体

制
整
備
を
行
い
行
政
支
援
に
つ
い
て
国
・
県
へ

要
望
す
る

(
3
)
条
例
・
規
則
等
の
整
備

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
「
地
方

分
権
推
進

一
括
法
」
の
成
立
に
伴
い
、
移
譲
事
務
及
び
法
定
受
託
事
務
の
執
行
の

た
め
、
そ
の
条
例
等
の
制
定
を
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
条
例
・
規
則
等
に
矛
盾

や
法
律
に
抵
触
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
整
備
を
図
る

「法
定
受
託
事
務
と
は
?
」

国
の
事
務
房
一法
〈
一
羽
の
委
任
に
よ
り
自
治
体
が
行
っ
て
い
た
機
関
委
任
事
務
を
、
国
の
地
方
分
権
推
進
委
員
会

は
、
こ
れ
を
申
央
集
権
型
行
政
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
と
み
て
廃
止
を
笛
告
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
務
の
う
ち
国

が
そ
の
適
正
な
処
理
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
て
、
し
か
も
自
治
体
に
お
い
て
実
施
す
る
の
が
利
慢
と
思
わ
れ

る
事
務
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が
処
理
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ご
の
事
務
を
法
定
受
託
事
務
と
い
い
ま
す
。

謝

O
A
化
に
よ
る
事
務
の
効
率
化

①
電
算
室
の
設
置
と
技
術
者
の
確
保
を
検
討
す
る

②
農
業
集
落
排
水
事
業
使
用
料
徴
収
事
務
の

O
A
化
は
、
竜
崎
地
区
、
岩
法
寺

地
区
の
繋
ぎ
込
み
が
完
了
し
て
か
ら
実
施
す
る

③
職
員
給
与
の
口
座
振
込
は、

実
施
の
方
向
で
検
討
す
る

④
農
家
台
帳
整
備
事
業
は
、
地
積
調
査
管
理
業
務
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
で
対
応
を

検
討
し
、
電
算
機
器
の
単
独
導
入
を
見
合
わ
せ
る

調
行
き
届
く
行
政
サ
ー
ビ
ス

(
1
)
村
営
住
宅
玉
川
団
地
に
つ
い
て
、

討
す
る

自
治
会
組
織
化
の
方
向
で
指
導
を
検

(
2
)
民
間
賃
貸
住
宅
の
管
理
者
に
組
長
等
選
任
を
依
頼
し
、

政
が
行
き
届
く
よ
う
に
努
め
る

き
め
細
か
な
行

グ
あ
な
た
の
一
理!j.
河台

明
る
い
未
来
d

玉
川
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

月
初
日
(
日
)
投

棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う

3 

百一

m

投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

。
場

pJT 

玉
川
村
役
場

3
月
引
日
(
火

)
1
3
月
お
日
(
土
)
ま
で

(
8時
初
分

i
m時
)

。
期

間

よい歯のコンクール
平成11年度第3回[よい歯のコンクールJ

の表彰式が、 1月21日(主)に村保健センタ

ーで行われ、次の号{共たちが表彰されました。

総くん
健)

:戸、、
J
'

将

末

日

仁井田
(竜時

よ野
(竜崎

鈴木淳平くん
(北須釜・竹野)

第4回

k
u
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会本舗ミ全国初の
ロマンあふれる大発見「続日本紀jと一致、

「
江
平
遺
跡
』
は
、
阿
武
隈
川
東

岸
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
り
、
玉
川

工
業
団
地
の
北
隣
に
位
置
し
て
い

ま
す
(
写
真
参
照
)
o
'

面
積
が
約
5

万
ぱ
を
超
え
る
遺
跡
で
あ
り
、
福

島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
9

年
度
か
ら
福
島
空
港
・
あ
ぶ
く
ま

南
道
路
建
設
工
事
に
伴
い
、
県
文

化
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
発
掘
調

査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
日
年
度
の
発
掘
調
査
も
昨

年
4
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
さ
る
ロ
月
に
「
木
簡
』
(
表
紙

写
真
)
が
出
土
し
ま
し
た
。
福
島

県
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
木
簡
の

文
字
の
解
読
を
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
の

平
川
南
教
授
に
依
頼
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
木
簡
の
記
載
内
容
の
概
要

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
鑑
定

木

簡

の

概

要

が

判

明

2
月
間
日
に
中
開
発
表
を
行
い
ま

し
た
。中

開
発
表
に
よ
る
と
、
こ
の
木

簡
は
、
奈
良
時
代
の
天
平
十
五
年

(
西
麿
7
4
3
年
)
に
仏
教
の
教
え

に
基
づ
い
て
、
国
家
の
繁
栄
と
平

安
を
日
的
と
し
た
鎮
護
国
家
の
思

想
に
よ
る
経
典
の
読
経
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
判

明
し
ま
し
た
。

奈
良
時
代
の
経
典
が
書
か
れ
た

木
簡
と
し
て
は
、
全
国
で

2
例
あ

り
ま
す
が
、
地
方
の
読
経
会
の
事

実
を
一
本
す
も
の
と
し
て
は
全
国
で

初
め
て
の
発
見
で
あ
り
、
大
変
貴
重

な
遺
物
の
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

型
式
天
皇
の
命
令
を
忠
実
に
実
践

一
枚
の
貴
重
な
木
簡
が
伝
え
た

江
平
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡

は
、
天
平
十
五
年
(
西
暦
7
4
3

年
)

3
月
に
、
「
些
万
呂
と
い
う

人
物
が
、
最
勝
王
経
の
大
排
天
品
、

功
徳
品
、
同
天
王
品
の
一
一
一
品
に
つ

い
て
、
一
生
懸
命
に
す
べ
て
を
読

経
し
奉
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

『
続
日
本
記
』
に
よ
る
と
「
聖

武
天
皇
は
仏
教
の
正
し
い
教
え
を

広
め
る
た
め
、
天
平
十
五
年
正
月

十
四
日
か
ら
必
日
間
の
問
、
全
国

各
所
に
お
い
て
金
光
明
最
勝
王
経

を
転
読
さ
せ
、
そ
の
期
間
中
の
殺
生

を
禁
止
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
養

徳
田
(
や
ま
と
こ
く
・
現
在
の
奈

良
県
)
の
金
光
明
四
天
王
護
国
之

(
後
の
東
大
寺
)
で
、
全
国
の

平成121'1=3月広報たまかわ

聖武天皇

(
木
簡
に
書
い
で
あ
っ
た
文
字
)

株

叉

丈

口

口

百

を

(表
)e
取
口
口
口
怖
龍
太
口
功
一
旬
叩
大
王
将
斗
呑

i

(
裏
)
令
ノ
寸
法
八
乙
る
巻
堵

KZU台
村
上
官
河
本
夫
宇
ま
か
す
一
月
日

(
『
続
日
本
記
巻
第
十
五
』
中
よ
り
抜
粋
)

思
欲
宣
揚
正
法
、
導
御
蒸
民
。
故
以
今
年
正
月
十
四
日
、
勧
請
海
内

出
家
之
衆
珍
所
往
処
、
限
七
七
日
転
読
大
乗
金
光
明
最
勝
玉
経
。
又

令
天
下
限
七
七
日
禁
断
殺
生
及
断
雑
食
。
別
齢
大
養
徳
国
金
光
明
寺
、

奉
設
殊
勝
之
会
、
欲
偽
天
下
之
模
。

模
範
と
な
る
法
会
を
行
う
こ
と
に

み
こ
k
m
り

し
た
詔
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
続
日
本
記
に
記
載
さ
れ
て

い
る
天
平
十
五
年
正
月
十
四
七
か

ら
必
日
間
の
法
会
の
期
間
(
最
終

日
は
三
月
一
一
一
日
と
な
る
)
は
、
今

回
、
出
土
し
た
木
簡
と
年
月
日
が

合
致
し
て
お
り
、
聖
武
天
皇
の
ご

命
令
に
よ
り
皆
万
呂
が
読
経
を
し

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し

た。
こ
の
よ
う
に
江
平
遺
跡
か
ら
出

土
さ
れ
た
木
簡
は
、
奈
臭
時
代
の

ち

ん

ご

こ

っ

か

鎮
護
国
家
の
思
想
に
よ
る
施
策
が

当
時
の
陸
奥
田
(
東
北
地
方
)
南

部
に
位
置
す
る
現
在
の
我
が
村
に

ま
で
浸
透
し
て
き
で
い
た
こ
と
を

初
め
て
立
証
し
た
も
の
で
す
。

大
型
住
居
が

7
軒

た
て
笛
な
ど
を
出
土

江
半
遺
跡
か
ら
は
木
簡
の
ほ
か

木簡を掘り出した景揺の人

須藤賢ーさん(JII辺)

貴
重
な
遺
物
に
び
っ
く
り

4
月
か
ら
発
掘
現
場
の
作

業
員
と
し
て
江
平
遺
跡
に
出
て
い
ま

し
た
。
出
土
し
た
時
は
、
何
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
貴
重

な
モ
ノ
だ
っ
た
と
は
;
と
て
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
」

「
木
簡
」
ー
し
た
木
片
の

こ
と
。
紙
の
乏
し
か
っ
た
古
代

に
は
、
伝
達
文
書
、
帳
簿
、
賞
進

書
の
荷
札
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。

ち

ん

ご

こ

っ

か

「
鎮
護
国
家
』

1
仏
法
に
よ
っ
て

国
家
を
鎮
定
し
保
護
す
る
こ
と
。

し
よ
う
む
て
ん
の
う

「
聖
武
天
皇
』

1
在
位
は
7
2
4

年
か
ら
7
4
9
年
ま
で
。
国
分

寺
の
造
営
や
東
大
寺
大
仏
の
詔

を
発
し
た
。

あ

さ

ま

ろ

日
ロ
万
呂
」

1
今
回
、
発
見
さ
れ

た
木
簡
に
出
て
く
る
人
物
。

さげ
U

し
よ
う
お
う
き
ょ
う

「
最
勝
王
経
」
j
仏
教
の
経
典
の

一
つ
。
仏
教
に
も
旧
訳
と
新
訳

と
が
あ
り
、
新
訳
に
属
す
と
み

ら
れ
る
。
旧
訳
の
金
光
明
経
は

飛
鳥
京
や
藤
原
京
、
最
勝
王
経

は
平
城
京
で
用
い
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
。

し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

『
続
包
本
記
』
j
文
武
天
皇
即
位

の
年

(
6
9
7
年
)
か
ら

7
9
1

年
ま
で
の
約
百
年
に
わ
た
る
奈

長
時
代
の
根
本
史
料
で
あ
る
。

せ
っ
し
よ
う

「
殺
生
』

1
生
き
物
を
殺
す
こ

と。『法〈一五

i
多
く
の
僧
俗
を
集
め

て
仏
の
教
え
を
説
き
聞
か
せ
る

ム
ロ
合
。

み
こ
と
の
り

Z
E
1天
皇
の
ご
命
令
。

語

句

の

解

説

昨
日
一
つ
ム
す
い

1ν

や

に
た
て
笛
や
鉄
製
紡
錘
車
や
木
製

容
器
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
た

て
笛
は
、
読
経
の
際
の
壮
厳
具
の

一
つ
と
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
木
簡
の
出
土
さ
れ
た
場

所
の
近
く
に
、
向
時
期
の
竪
穴
住

居
の
跡
が
そ
ろ
っ
て

7
軒
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
竪
穴
住
居
跡
の
中

に
は
、
柱
穴
が
6
本
(
ふ
つ
う
は

4
本
)
配
置
さ
れ
て
、
一
辺
が
約

9
m
(
ふ
つ
う
は

5
m
程
度
)
の
大

型
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
住
居
の

規
模
や
構
造
か
ら
こ
れ
ら
の
住
居

を
中
心
に
集
落
が
ま
と
ま
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
残
念
な
が

ら
皆
万
呂
が
居
住
し
て
い
た
と
い

う
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

江
平
遺
跡
出
土
の
木
簡
に
思
う

「
今
回
の
木
簡
の
出
土
は
、
当
地
方

の
奈
良
時
代
の
様
子
が
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
も
描
写
さ
れ
現
実
味
を
帯
び
て

き
た
意
義
は
大
き
い
で
す
。
砦
万
日

と
は
い
か
な
る
人
物
な
の
か
?
ま
だ

ま
だ
古
代
の
謎
を
解
く
重
要
な
鍵
が

あ
り
ま
す
。
」

村文化財保護審議会会長

浩光さん(小高)

6 ? 
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第
日
田
縄
跳
び
大
会

大
野
君
(
南
須
釜
〉
が
総
合
優
勝

青
少
年
育
成
村
民
会
議
南
須
釜
地
区

推
進
協
議
会
(
小
原
明
昭
会
長
)
主
催
の

第
凶
間
縄
跳
び
大
会
が
玉
川
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
か
ら
一
般
ま
で
1
2
1
人
が

参
加
し
て
お
の
ク
ラ
ス
別
と
二
重
跳
ぴ

の
部
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

総
合
優
勝
は
、
L
1
2
9
回
を
跳
ん
だ

大
野
正
博
君
(
南
須
釜
)
が
優
勝
を
飾
り

ま
し
た

D

優
勝
者
は
次
の
と
お
り
口

世
幼
稚
園
・
:
宗
形
未
来
2
0
0
回

園
小
1
年
:
・
石
井
宏
樹
1
2
8
田

圃
小
2
年
:
・
小
針
望
美
4
8
9
回

園
小
3
年
・
・
・
塩
津
祐
成

量
小
4
年
・
・
・
塩
津
里
品
一
一
六

世
小
5
年
・
・
・
大
野
美
香

圃
小
6
年
・
・
・
大
野
正
博

司君中
1
年
・
:
大
野
名

圏
中
2
年
・
・
0

一
小
形
愛

圏
中
3
年
・
・
・
出
場
者
な
し

園
高
校
1
お
歳
;
・
有
賀
弘
幸
1
6
2
回

世

m
m
l却
歳
・
:
小
針
美
子
2
1
6
回

極的知
1
州
知
歳
・
:
斎
藤
久
子
2
8
7
田

園
開
歳
以
上
:
・
田
子
育
良
2
4
6
回

画
二
重
跳
び
(
低
学
年
)
塩
津
祐
成

小
山
田
恵
子

9
5
F
O
E
 

-，
0
7
7
回

8
1
1国

1
，1
2
9
回

I，
O
7
7
回

1
0
4匝

益事
金持

福を去
襲寄と
還付
感
謝

みの

福
島
空
港
感
謝
祭
実
行
委
員
会
(
安

食
英
男
会
長
)
は
「
福
島
空
港
感
謝
祭
」

の
益
金
を
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

し
ま
し
た
c

空
港
感
謝
祭
は
、

1
月
中

に
陶
器
市
や
が
ら
く
た
市
な
ど
を
開
催

し
て
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

安
食
会
長
と
実
行
委
員
の
笹
詔
茂
夫

5竪
組話
の量
夫筆
婦警
が存
協ぎ
定し
締
+.:宜
市ロ

平成12年3月

家
族
が
話
し
合
い
、
個
λ
を
尊
重

し
、
共
通
の
目
的
を
明
確
に
し
て
魅

力
あ
る
農
業
経
営
と
農
業
生
活
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
家
族
経

営
協
定
」
の
締
結
式
が
村
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
村

で
は
今
回
が
初
め
て
の
協
定
で
あ

り、

5
組
の
犬
婦
の
方
々
が
車
田
村

長
と
須
賀
川
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
佐
々
木
所
長
の
立
会
い
の

も
と
協
定
書
に
署
名
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
、
締
結
さ
れ
た
方
は
、
次
の

方

々

で

す

。

(

敬

称

略

)

岡
子
武
幸
・
博
子
(
川
辺
)

小
針
金
之
・
操
(
川
辺
)

広報たまかわ

小
針
幸
吉
・
タ
カ
子
(
中
)

小
林
和
巳
・
京
子
(
中
)

橋
本
義
晴
・
ミ
ネ
ヨ
(
竜
崎
)

道
徳
教
育
公
開
授
業

豪
雨
災
害
を
テ
ー
マ
に

五
川
第
一
小
学
校
(
水
野
岩
雄
校
長
)
は
、
平
成
日
・
ロ

年
度
の

2
年
間
、
文
部
省
指
定
の
道
徳
教
育
実
践
研
究
協

力
校
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
た
び
同
校
体
育
館
で
道
徳
授

業
研
究
会
が
関
か
れ
、

4
年
1
組
(
富
永
陽
一
教
諭
)
の
公

開
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
河
研
究
会
に
は
、
文
部
省
初

等
中
等
教
育
局
小
学
校
課
教
科
調
査
官
の
押
谷
由
夫
先
生

を
は
じ
め
県
内
の
小
中
学
校
教
諭
な
ど
約
別
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

公
開
授
業
は
、

.
昨
年
の
豪
雨
災
害
に
お
け
る
地
元
消

防
団
の
対
応
か
ら
郷
土
愛
を
学
ぶ
こ
と
を
テ
ー
マ
に
行
わ

れ
、
そ
の
時
の
竜
崎
分
間
の
分
団
長
だ
っ
た
柳
沼
栄
さ
ん

(
竜
崎
)
や
保
護
者
6
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
テ
ィ
i
チ
ャ
l
、
サ

ポ
ー
ト
委
員
と
し
て
授
業
に
協
力
し
充
実
し
た
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

ボランティアティーチャーの柳沼さんが豪関
災害体験を話す

さ
ん
が
村
長
室
を
訪
れ
て
、
車
田
社

会
福
祉
協
議
会
長
に
「
福
祉
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
益
金
十
万
円
を

贈
り
ま
し
た
。

空
港
感
謝
祭
の
益
金
か
ら
の
寄
付

は
、
昨
年
ま
で
は
福
島
空
港
テ
ナ
ン

ト
会
か
ら
の
寄
付
で
し
た
が
、
今
年

か
ら
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
行
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
実
行
委
員
会
か
ら

の
寄
付
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
寄
付
は
平
成
7
年
度
か
ら

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

8 

地
域
づ
く
り
で

意
見
交
換

昨
年
3
月
か
ら
各
行
政
区
単
位
に
発

足
し
た
「
知
恵
を
出
そ
う
汗
を
流
そ
う

新
し
い
村
づ
く
り
委
員
会
』
地
区
委
員

が
集
ま
っ
て
全
体
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
に
は
、
村
か
ら
車
問
村
長

を
は
じ
め
一
一

A

役
、
各
課
長
が
出
席
し
、

各
地
底
委
員
会
の
代
表
者
が

1
年
間

に
わ
た
っ
て
討
議
し
て
き
た
事
項
の

発
表
を
聴
き
ま
し
た
口

な
お
、
今
年
度
中
に
は
地
区
委
員

会
ご
と
に
丈
書
に
ま
と
め
る
作
業
を

行
い
、
村
振
興
計
画
書
の
見
寵
し
の

た
め
の
提
言
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
さ
る
な
し
俳
句
会
」
始
動

4一一一

竹
林
さ
ん

(
川
辺
)
が
指
導

はばたけ21夢飛行がプレゼント

申3年生全員に

fスカイメイトカー

『
さ
る
な
し
俳
句
会
」
(
事
務

局
・
田
子
ユ
キ
子
さ
ん
)
は
、
毎

月
第

2
土
曜
日
に
月
例
俳
句
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
第
1

回
告
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
員
6
名
は
、
竹
林
仁
さ

ん
の
指
導
を
受
け
て
俳
句
づ
く

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、

4
月
か
ら
は
場
所
を

村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
移
し

て
行
う
予
定
で
、
随
時
、
会
員

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ドj

はばたけ21夢飛行(大八木鑓治会長)では、昨年仁引

き続し1て村内の中学3年生を対象仁スカイメイト力一ド

在無料で麦給するスカイメイト事業を行いました。

須釜中掌校には日本航空、宗中掌校には全日空の職員

が出張して受付事務を行い、 3年主主主異に力一ドが贈ら

れました。

ス力イメイト力一ドは、航空チケットの当己販売額が

5器引になるもので、盟内航空大手3社で{吏用すること

ができるものです。卒業を前に大きなプレゼントに生徒

たちは大喜びでした。
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年
生

村
内
入
学
児
童
は
引
人

平成12年3月

お
め
で
と
う

広報たまかわ

新
-・・則・・

「
も
う
す
ぐ
一
年
生
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
阜
く
学
校
へ
行
き
た

い
芯
」
と
新
入
掌
児
童
は

ω待
ち
に
し
て
い
る
ご
と
と
患
い
ま
す
。
本

年

4
月
に
村
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
阻
ん
童
総
数
は
、
昨
年
よ
り
ア
人

多
い
引
人
と
な
り
ま
す
。

川
辺
小
学
校

丹熊矢酒 鈴角 須矢佐石 鈴緑
i田

内田吹井木田藤部藤川木川蓋

雅丈察喜

美 衣 香 衣 奈 希 樹 典 諒 隆 渉 志

刻真綾毛主里優冬寛

12 
人

保
護
者
名

伸

広正
和

典

孝

二レ県
ゐ
4
1

正

重

幸

雄
正

人

裕

之

賢

治
哲

也
一

彦

玉
川
第
一
小
学
校

42 
人

曲小宗 岩宗
|日

山林像谷形蓋

氏
幸 名

也耶悟 亮太

平成11年度玉川村体育協会長表彰

拓 j閏将優秀選手などを表彰
保
護
者
名

義

幸

啓

昭

孝

一

勝

広

孝
林さん(南須釜)は続子で受賞

木

須
大

竹

奥

野
車

田

佐

藤
小

針

宇
南
山

吉

田
大

竹

し

い

ム

l

」川司

々
正

車

田
関

根

日
一
勿
早
苧

d

針

根

本
下

山

坂

本
遠

藤

;光

平 喜平彦聖 健輔彬 斗也栄志

真

一
和

久
宙心勉

弘

明

良

直真
浩

則
正

照

武

彦

正

喜

秀

樹
徳

雄

康

男

武

則隆
曲一旦

一

長

一

敬祐
土
川
ヤ
ム

4
a川
Eち 貴田稔拓晃 悠清 秀正

て〉

る寛凌也 真

各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
で
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
た
個
人
や
団
体
、

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
力
を
注

が
れ
た
功
労
者
、
指
導
者
を
表
彰

す
る
平
成
日
年
度
村
体
育
協
会
表

彰
式
は
、

2
月
お
日
に
村
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
、
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
1
名
、
優
秀
指
導
者
1

名
、
優
秀
選
手
(
個
人
)
8
名
、
優

秀
選
手
(
団
体
)
2
団
体
で
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
渡
辺
助
次
郎
村

体
育
協
会
長
か
ら
受
賞
者

一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
と
記
念
の
ク
リ
ス

タ
ル
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
剣

道
を
通
し
て
人
材
育
成
に
貢
献
さ

れ
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
受
賞
し
た

野
口
庄
嗣
さ
ん
(
北
須
釜
)
が
受
賞

者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
来
賓
の
車
田
村
長
が
「
人
生
、

そ
し
て
人
づ
く
り
の
基
本
は
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

ル
l
ル
を
守
る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
び
成
長
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、
育

成
者
、
競
技
者
と
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
贈
り
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

次
の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

矢石曲我率鈴米自小車深添矢仁村11飯 西 小 鈴
井

吹井山妻田木原川針田谷田 吹 田 沼 村 島 林 木

志
織
里瞳

紗

奈

夏

菜

志

帆
彩

奈
知
恵
子

荊

菜
沙
也
加

知

穂

由

佳
里

実

実

生
理

奈

結

香
千
亜
紀愛希口川市

J
"
"
1
 

梓紗

須
釜
小
学
校

児
童
氏
名

庚

川

興

道

塩

津

拓

也

輿

野

自

務

杉

山

輔

大

野

史

矢

吹

也

相

楽

純

須

釜

喜

矢

部

人

鈴

木

貴

達陵大晴尚裕

浩

勝

正

晴

正

明栄
好

古隆誠
浩

美

武

実

成

次

泰

央
一
十
六

広

和

宗

司

浩

之

浩

範
め
ぐ
み

源

重
34 
人

保
護
者
名

彰

仁

和

美
利

一

隆

幸
政

幸

今
朝
夫

良

一

車

問

一

政

美

石大鈴 小宗小仲11 小 大 木 小 小 阿 森 阿 大 矢鈴佐川小小白大
来日 iJJ 和

森 田 木 原 形 原 校 原 越 戸 田 針 部 部田吹木 藤 上 原 針 岩 野

杏舞未知由梨愛ゆ智彩弘智未謝凌涼宏拓俊聖佑拓

つ
穂綾奈香来佳衣香香こ絵美奈美来太太平 樹 哉 臣 幸 樹 磨

美

四

辻

分

校

須大須
和|日

日 田回 蓋

有美大 号
理 〕

歌希地

進
義

隆
幸

夫

ち
い
子

秀

人
広

行

竹

野

春

美

百
紀
子

満
瑞

夫
政

弘
和

之
r
ム

戸
h
J

洋

子
勝

広

正

広

春

夫
一

夫

浩

勝

克

友正尚
金

弘
3 
人

保
護
者
名

宏

名
前
が
漏
れ
て
い
た
り
、
間
違

氏名 {主所 種巨 な成 J 綴

1 
スボツ

野 口 庄 銅 北須釜
永年にわたり却少年、成人剣士の指

功労 賞
剣道

導を通して人材育成に貢献

優 秀
大陸善 也義

須釜少年剣友会を15年にわたって
2 指導者貧 南須釜 11 

指導

優秀
林

福島県総合体育大会婦人の部準優勝

3 選 手 賞 芳 ミ予 11 11 

全国家庭婦人穴会出場

4 11 須釜少年鎚友会 11 
浅)11、石川、 平田の各大会で少年の

部邸体優勝

ら 11 大野 j美 樹 11 自転車
福喜重県高等学校体育大会総合 1i立
全国高等ミ学校総合体湾大会8i立

6 11 溝 井英樹 11 陸上 福島県高等学校駅伝競走大会21立

7 11 高 橋 由美ミテ 川辺 11 福富県高等学校駅伝競走大会2i立

8 11 真野自雄治 山新田 野球
第81回全Iiliiき等学校野球選手権福

島大会優勝

9 11 1ホ 奈穂ミテ 南須主主 剣道
ち)11管内のをき町村大会においてき主て

優勝 中体連泉南総合大会第21立

I! 斉 藤 久 矢 中 陸上
石川地区小体連経土競波大会

男ラ80mハードル走優勝 (大会新)

11 11 関 根 さゆり IJI 高 11 
石川地区小体逗陸上競技大主

女3-80mハー ドjレ走優勝

12 11 
玉-/JIサッカ部

日 -1山川淀…優勝Aチーム

ス。ホ
l
ツ
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
え
よ
う

「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
で
団
員
指
導
者
募
集

川
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は

次
に
よ
り
団
員
及
び
指
導
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

(
玉
川
少
年
剣
友
会
)

・
練
習
日
・
:
毎
逓
火
・
金
曜
日

午
後
6
時
ぬ
分
j

所
・
・
・
村
民
体
育
館

• 
場

-
会
費
:
・
年
九
千
円

-
代
表
者
:
・
小
針
周
吉

(
a
u
l
2
5
4
8
)
 

(
須
釜
少
年
剣
友
会
)

-
練
習
日
:
・
毎
週
月
・
木
曜
日

午
後

6
時
ぬ
分
j

・
場
所
:
・
須
釜
小
体
育
館

-
会
費
:
・
年
九
千
円

-
代
表
者
・
:
大
越
喜
義

(2

U
|
3
3
6
5
)
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-つ

1
月
初
日
の
献
血
者
は
次
の

お
名
で
し
た
。
あ
な
た
の
愛
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〔

東

京

精

工

〕

同

名

鵜
沼
征

二

遠
藤
利
行
、
遠
藤
道

義
、
加
藤
進
、
草
野

一
代
、
車
田

姫
子
、
小
林
輝
美
、
小
林
克
也
、

坂
倉
和
男
、
坂
本
政
勝
、
佐
藤
勝

利
、
高
官
理
佳
、
永
沼
喜
一
、
矢

部
政
広
、
吉
田
辰
良
、
吉
田
ト
ミ

子〔
福
富
双
羽
電
機
組
側
〕

7
名

秋
田
秀
男
、
有
賀
冬
、
石
森
と

よ
、
稲
川
と
く
子
、
坂
崎
昭
、

鈴
木
春
美
、
中
島
敏
光

(

玉

川

村

役

場

〕

同

名

石
井
春
美
、
北
村
暢
浩
、
車
田
勝

一
、
小
原
幸
春
、
小
林
治
美
、
小

針
周
土
口
、
小
針
武
彦
、
小
針
美
子
、

塩
津
美
代
子
、
鈴
木
輝
美
、
仁
井

田
健
、
真
弓
誠
、
溝
井
康
夫
、

宮
沢
利
広
、
森
博
、
草
野
正
博

っ
て
い
る
場
合
は
、
村
教
育
委
員

会
(
岱
訂
l
4
6
3
3
)
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
練
習
日
.:
・
毎
週
日
曜
日

午
後

3
時
j

⑥

場

所

j
村
氏
グ
ラ
ウ
ン
ド

(
4
1
1
月
)

須
釜
小
体
育
館

(
ロ
月
1
3
月
)

・
会
費
・
:
年
1
万

2
千
円

・
代
表
者
・
:
佐
藤
豊
勝

(
岱
貯

3
0
9
6
・
自
宅
)

・
事
務
局
・
:
増
子
貞
美

(
2
U
|
4
6
3
2
・
勤
務
先
)

=
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

-
練
習
日
・
:
毎
週
水
・
土
曜
日

午
後
7
時

1

・
場
所
・
:
須
釜
小
体
育
館

・
会
費
・
:
月
千
円

-
監
督
・
:
石
森
和
二

・
事
務
局
・
:
車
田
悦
夫

(
岱
幻

3
9
0
8
)

-
練
習
日
・
:
毎
週
火
・
土
曜
日

・
場
所
・
:
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
入
会
金
・
:
五
千
円

-
年
会
費
・
:
年
1
万
2
千
円

・
代
表
者
:
・
国
井
栄

(
岱
貯
ー
ー

3
2
3
6
)

A阿
釦

1 1 



。。
2000春の空港まつり開催

国際色豊か恕イベント

四国昌国の健康ごよみ

1歳児棺談会・・・・

午後1時30分~

関3月

17B(金)

橿4月

5日(水)

幼
児
の
安

チ
ヤ

~縄跳び大会より~

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ、

4
月
1
日
か
ら
6
歳
未
満
の

幼
児
を
乗
車
さ
せ
て
運
転
す
る
場

合
は
、
規
定
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

i

ト
に
乗
せ
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
。も

し
、
違
反
し
た
場
合
は
、
罰

金
・
反
則
金
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

違
反
点
l
点
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
車
の
構
造
上
の
問
題
や

そ
の
他
不
適
切
な
状
態
の
時
は
規

制
の
対
象
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

調
『
規
定
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
』

:
・
道
路
運
送
車
両
法
の
「
保
安
基

準
」
に
適
合
す
る
も
の
で
、
幼
児

の
発
育
程
度
に
応
じ
た
形
状
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

審
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
月
6
自
i
旬
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、

4
月

6
H
か
ら
日
日
ま
で
の
凶
日

間
行
わ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を

良
く
守
り
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

出生担死亡届の際

職業三産業を記去

~人口動態調査~

厚生省では人口動態調査を

毎年実施しています。この調

査は留さんからの戸籍の届出

書をもとに出宝や死亡の謂蛮

をするものです。

毛主お、本年は邑勢謂輩の年

なので次の期間及び対象者に

は、届出蓄に『職業Jと f産
業Jの記入をお願いすること

になります。

〔謂蓋期簡〕平成12年4月1
日から平成13年3月31日ま

で
〔調査対象者〕出笠・死亡・

死産・婚娼・離婚屈を出され

る方々

労

働

保

険

の

年

度

更

新

平
成
ロ
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
吏
新
手
続
き
は
、
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。ま

だ
、
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

5
月
幻
日
が
申
告
期
限
で

す
。
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
で

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
宮
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

(
岱

0
2
4
i
5
3
6
1
4
6
0
7
)

変わります

浄化槽の届出先
平成12年4月1Bから村長へ

浄化檀の設備及び構造の変更(住宅の新築など

による建築確認申請を伴う揚合を捻く)をすると

き、 j争{じ槽j去の規定に墨づき、事前!こ県知事に届

出をするごとが義務付けられていますが~， 4月1

日からは、黒知事に代わり玉川村長に届出するこ

とに芯ります。

※お問い合わせ先

玉川村

住民課

村住民課(岱57-4624)

浄化槽使用開始報

告書

j争イち構廃止報告書

伺
相
以

+
家
令室変者理箆純

愛
国

掻

告

j争犯構設置届出雲

技術管理者を変聾したとき

とた!υ 重加
久を者瑳雷箆

巴レ
U海

き

浄{己撞を設嵩しようとする

とき

設聾した浄化槽の使用を

開始したとき

浄{ち槽を廃止したとき

3月26日は福島空港へGO!

春恒例の『自港まつりJが開かれます。

昨年6角から国擦定期路線が開設されて、今年の空

港まつりは、国際色豊か芯イベントがいっぱい。

多

lB誕生おめでと5，ございます|

(12月下半期 .1月届出分)

始
出

ふ
2
ル 保護者名

太

古住

杵
E

t
i
 

光

名
ゃ
哉

さ希

氏

ω
出

白
山宝

藤
出

左J
λ
I

，
 

平成12:q:3月26日(日)

午前9時~

福島空港ターミナjレピル及び

野舛特設会場

~主なイベント
診中国・韓匿の特産売本市

砂韓国キムチ作り方教室

惨中国シネマシアター

惨中国バラエティーショ-

b地元特産昂青空市など

形

IX 

南須釜

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

摩く御礼申し上げますo ~1 (村社会詣祉協議会)
長じ

・南須釜の小原昭治さん ・竜崎の三吉重敬さん

・小高の国井武治さん ・南須釜の大野佐源治さん

・中の小林敏雄さん ・南須釜の大野重和さん
・四辻新自の須田三枝子さん ・JII辺の須釜政利きん

・蒜生の真弓敬古さん e山小屋の我妻利夫さん

・蒜生の溝井美江さん ・福島空港感謝禁実行委員会から 10万円
・南須釜の大野貞夫さん ・東京王I11討、ら?ふるさと福祉事業jとして M万円

き

量ところ

置と

/夷

.J.、4 幽

's.ll 

呆

-・・・保

須:須釜公民館

:受付時賠

ポリオ予防接撞

午後O時45分~
ポリオ予防接種

午後1時~
1歳6力月見健診・・..........・・・{泉

午後 1時~

9"'10カ月見鍵診・

午後 1時30分~
14日(金) 歩ζう会・・・・・・・・・・・・・・・

午前9時~
18日(火)母親教章・

午前9持15分~
膏児教護

午後 18寺~

19臼(水)3.-..-4力月見健診

午後1時30分~

保健立ンター

公立:公立岩瀬椅院

6日(木)

7日(盆)

1月届出分)

世帯主名

(12月下半期

死亡者氏名 :q:齢

辺須釜半治

区ttn 
村のようす
(12年3月1巴現在)

5
月
辺
目
、
か
申
告
期
限

農業用廃ブラ回収強化月間

農業用使用済プラスチック(ハウス、

マjレチ等で不要になった塩飽ビニール、

ポソエチレンなど)は、農業者自らの重

任で適正に処理することが義務付けられ

ています。

石川地完農業用箆ブラ適正処理推進協

議会では、 4月を口収強化月間として次

によわ回収を行います。

〔由設日) 4月26日(水)9時~158寺

〔回収場所) JA泉塁幹吏古書庫

〔処理費用〕 専用袋(100x90)1枚800
円です。

〔問い合わせ先〕 村農政課又はJA吏巴

子

江

治

雄

和

佐源治

貞夫

利夫

三枝子

Eコ
ヨさ

千三7

込

i

ル九

一
三
日
号
む
り

武

敏

{女

50 

59 

48 

52 

72 

77 

72 

79 

96 

91 

85 

91 

71 

皇

主主橋本雄次

弓 シ

溝井松雄

小高圏井武一

中小林和夫

南須釜小原

大野マサヨ

大野佐

大野

山小屋我妻

須

ゲ

メ

チ

雄

レレ

クト

ツ

正

ブ

回

田

土// 

田辻新開

'l 

'l 

// 

。
// 

ー

l
 

j
 

オt:
ヨ"F

1 ，807戸 (+3)

{
納
期
限
は
3
月
日
日
(
水
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

7，616人(+4)

3，753人(十 3)

3，863人(十1)

今
月
の
納
税

国
民
年
金
保
険
料

3
月
分

昌
国

um
畠

v
-
A

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
1

1

村
公
民
館

ワ
ブ
ン
車
の
ミ
ラ
ー
に
吠
る
阿
武
践
の
瀬
波
に
う
す
き
半
輪
の
月

小

針

金

里

歌
詠
み
の
前
に
中
山
で
た
り
父
母
の
影
確
か
む
目
に
は
す
ぐ
活
え
ゆ
く

吉

田

沙

代

健
や
か
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
強
盗
え
ん
か
子
ら
に
も
愛
の
百
を
向
け
ら
れ
て

真

弓

は

ん

瑞
穏
な
る
稲
を
刈
取
り
桝
に
入
れ
幣
も
添
え
つ
つ
氏
神
に
供
う溝

井
は
な
よ

占
は
待
つ
茸
の
呑
る
こ
の
季
節
の
ぼ
り
ゆ
く
の
も
老
い
の
楽
し
み

品
田
山
き
く
み

灸
卓
に
載
り
し
み
か
ん
の
色
艶
の
長
く
て
師
走
の
日
の
暖
か
き川

川
埼
美
智
子

12 
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私
の
ふ
る
さ
と
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卓食
ズ
の

l

戸
口
M

M
十
会
J

今月のお題は

「野菜をたっぷり取るなら
煮て食べようJ

舎月は、2月26日lこf親菩l忘れあい料理教室Jで作りました
野菜がたっぷり取れる一白を紹介します。この教室は、玉川村
食生活改善推進員ょっぱの会が聞いたもので、父とミ子5組、母
と吾13組で46名参加しました。「雛ずしH三色菱すしH異だ

くさんポトフHフルーツヨーグルトjを作り、午後は親吾ゲー
ムで楽しい一日を過ごしました。

ー
新
潟
県
真
野
町
|

口同

林
静
ヲ
寸
さ
ん
(
申
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
新
潟

県
の
佐
渡
ヶ
島
に
あ
る
真
野

町
で
す
。
佐
渡
ヶ
島
の
中
央

に
位
置
す
る
真
野
町
は
歴
史

と
文
化
、
そ
し
て
豊
か
な
自
然
の
町
で
す
。

そ
の
昔
、
流
人
の
島
だ
っ
た
佐
渡
に

は
、
承
久
の
乱
に
敗
れ
た
順
徳
天
皇
や

日
蓮
宗
の
開
祖
日
蓮
聖
人
、
そ
し
て
能

楽
を
大
成
し
た
世
阿
弥
な
ど
偉
大
な
人

達
が
流
さ
れ
、
そ
の
影
響
か
ら
素
晴
ら

し
い
文
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
町
内
に

は
、
順
徳
天
皇
が
暮
ら
し
た
真
野
宮
や

火
葬
場
と
な
っ
た
真
野
御
陵
が
残
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
、
佐
渡
歴
史
伝
説

館
と
い
う
資
料
館
が
あ
っ
て
、
佐
渡
の

『異だくさんポトフJ
1人分エネルギー量53Kcal

一材料(4人分)一

・チンゲン菜 50g ・コーン 20g ・こしょう 少々

・人参 40g ・木綿豆腐 100g ・パセリ 10g 

・しいたけど1枚 ・コンソメ 2 1/21圏 ・水 4力ツブ

・ジャガイモ 60g ・塩 少々

貴
重
な
歴
史
資
料
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日
本
海
の
青
く
澄
ん
だ
、
波
お
だ

や
か
な
海
は
、
海
水
浴
、
釣
り
、
ウ

イ
ン
ド
ー
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
賑
わ

い
ま
す
。
ま
た
、
真
野
湾
に
沈
む
夕

陽
は
、
波
聞
を
照
ら
し
、
そ
の
美
し

さ
は
、
と
て
も
感
動
的
で
す
ば
ら
し

い
も
の
で
す
。

佐
渡
と
言
っ
た
ら
金
山
が
有
名
だ

と
思
い
ま
す
が
、
真
野
町
に
あ
る

「
西
三
川
金
山
」
は
平
安
時
代
に
発

見
さ
れ
た
も
の
で
、
佐
渡
最
古
の
金

山
と
言
わ
れ
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に

は
、
年
間
2
5
0
キ
ロ
も
掘
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
現
在
は
、
「
ゴ
ー
ル
ド

パ
1
ク
」
と
い
う
砂
金
と
り
が
体
験

で
き
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

一作り方一

①チンゲン菜~洗って3つに切る。人参~櫨 1cmの短冊に

切る。しいたけ~石づきをとり 3つに切る。ジャガイモ~

皮をむいて大きめの一口大に切る。木綿豆騎~大きめの一

口大に切る。玉ねぎ~大きめの一日大に切る。コーン~水

を切っておく。

②鍋にコンソメ、水を入れ、ジャガイモをいれて煮る。火が通

ったら、しいたけ、人参、玉ねぎ、コーン、豆腐を入れて昧を

整える。最後にチンゲン菜をいれ火が通ったら出来上がり。

③皿に盛り、みじん切りのパセリを散らす。

(ワンポイントアドバイス)~

~野菜は自菜、キャベツ、ほうれん草、力ブなど伺でもOKで
す。

朝

『子供の頃の思い出』

東京都東村山市

溝井倉光さん

(小高出身・溝井窟夫さんの叔父)

心に残る
我がふるさと

今
年
は
、

二
0
0
0年
と
い
う
区

切
り
の
よ
い
輝
か
し
い
年
の
幕
開
け

と
な
り
ま
し
た
。

私
の
実
家
は
、
旧
小
高
小
学
校
下

の
タ
バ
コ
屋
で
し
た
。
子
供
の
頃
、

我
が
家
の
脂
で
は
、
タ
バ
コ
雑
貨
な

ど
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
食
事
の
時

な
ど
に
客
が
来
て
応
対
す
る
の
が
嫌

だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今

は
、
甥
が
食
堂
を
や
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

私
の
子
供
の
頃
の
遊
び
と
い
う

と
、
冬
は
田
ん
ぼ
に
水
を
張
っ
て
、

凍
ら
し
て
ス
ケ
ー
ト
を
よ
く
や
っ
た

も
の
で
す
。
夏
は
、
阿
武
隈
川
で
の

水
遊
び
を
し
て
、
ひ
と
夏
に
背
中
の

皮
が

2
1
3
回
剥
け
て
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
四
十
数
年
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
私
は
、
今
年
、
還
暦
を

迎
え
る
歳
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

東
京
の
東
村
山
市
に
住
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
こ
に
住
ん
で
二
十
年
に
な
り

ま
す
。
電
車
で
新
宿
に
一二
十
分
、
池

袋
ま
で
三
十
分
と
い
う
所
に
位
置
し

て
お
り
、
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
「
西
武
球
場
』
(
所
沢

市
)
に
も
近
い
で
す
。

東
京
と
一吉

い
ま
し
で
も
緑
も
多

く
、
畑
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
休

日
に
は
、
友
人
と
多
摩
湖
の
周
り
を

歩
い
て
い
ま
す
。
風
光
明
加
な
と
こ

ろ
で
も
あ
り
、
二
時
間
ぐ
ら
い
か
か

り
ま
す
が
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
時

間
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
玉
川
村
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
東
京
玉
川
会
の
皆
さ
ん
、
お
身

体
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。
今
度
、
ま
た
東
京
玉

川
会
の
総
会
で
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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